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最
新
の
M
R
I
装
置
を
導
入
し
ま
し
た

よ
り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

特 集

　これまでのMRI装置は2012年から使用していたため、装置自体の老朽化

が進み故障も頻発してきました。また、撮影時間が長いため長時間仰向けで

同一姿勢を続けることが患者さんの負担にもなっていました。

　放射線を使わないため被ばくがなく、脳、脊

髄、関節、筋肉、内臓などの組織を鮮明な画像

として表示することができます。トンネル状の

装置に入り、撮影中は大きな音がしますが痛み

はありません。金属が体内にある場合は検査

を受けられないことがありますのでご相談くだ

さい。時間は検査内容によりますが、おおよそ

20分から30分程かかる検査となっています。

今回はMRI装置についてご紹介します

MRIとは

　MRIでは、画像を作るために「傾斜磁場」と呼ば

れる磁場を高速でオン・オフします。この時に強い

磁場の中で電流が流れ、コイルに大きな力が加わり

ます。その力でコイルや周囲の部品が振動し、

「ガンガン」、「ドンドン」という大きな音が発生し

ます。検査中は耳栓やヘッドホンで音を和らげて

います。

大きな音がするのは、なんで？

　MRIは、体内の水素原子から出るとても弱い信号を

少しずつ集めて画像を作るため、時間がかかります。

1枚の画像を作るために多くのデータを取得する必要

があり、さらに断面や条件を変えて何回も撮影します。

また、動きに弱いため体動を抑えながら丁寧に撮って

います。きれいな画像を撮ろうとするほど取得する

データが増え、撮影時間が長くなります。

検査時間がかかるのは、なんで？

(次のページに続く)

MRI装置を
最新機種の『Avanto Fit』へ更新しました

旧MRI装置

新ＭＲＩ装置：シーメンスヘルスケア社製 Avanto Fit（静磁場強度：1.5T）

磁石のみを残し解体

MRI(核磁気共鳴画像法)は、
強い磁石と電波を使って
体の内部を詳しく写す検査です。 最新の画像処理技術により高精細な画質を得ることができ、

これまで以上に幅広い疾患の診断に対応できるようになりました。

また、撮影時間の短縮により、
患者さんの検査時の負担軽減にもつながります。

新しいＭＲＩ装置では、
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脳の病気…脳 塞、脳出血、脳腫瘍、脳動脈瘤、認知症の評価

脊椎・脊髄の病気…椎間板ヘルニア、脊椎管狭窄症、脊髄腫瘍、脊髄損傷
関節・筋肉の病気…靭帯損傷、半月板損傷、軟骨損傷、筋肉や の損傷

腹部・骨盤の病気…肝臓腫瘍、膵臓腫瘍、腎臓腫瘍、子宮や卵巣の病気、前立腺の病気
血管の病気…動脈瘤、動脈狭窄、血管奇形

頭痛やめまい、しびれ、腰痛、関節の痛みなど、
気になる症状があるときはもちろん、病気の早期発見にも役立ちます。
「少し気になる」「念のため調べたい」そんなときにも、
どうぞお気軽にご相談ください。

MRIでわかる主な病気

「1日1万歩よりも効果的！？ インターバル速歩」

インターバル速歩とはインターバル速歩とはインターバル速歩とは

テーマに出した「1日1 万歩」では、1年間の定着率が 50％以下で、血圧や血液状態の改善はみられたものの体

力は向上しなかったという研究結果があります。体力の向上につながらないのは運動強度が低いことが理由です。

もし実践している方がいれば、無駄だったとは思わず、継続したことで今があると前向きに捉えてくださいね。

そこで、より効果の期待できる運動法が「インターバル速歩」です。信州大学大学院の能勢博特任教授が考案し

た運動法で、各個人の筋力や体力に合った適度な強度で運動ができることや、様々なことへの影響でも注目され

ています。効果を実感するには半年ほどの継続が必要ですが、継続しやすい運動法と思えます。

リハビリテーションの観点より生活に役立つ情報をお届け

●執筆：米山健太（理学療法士）　●監修：大原愼司（医師）

アップルハイツ飯田 リハビリテーション科
企画制作動画　『介護お役立ち情報 』   長野県飯田市羽場権現1618　TEL 0265-21-1165(代)

リハビリ通信 Vol.15

今年も早いもので新年度となりました。皆さま、いかがお過ごしでしょうか。暖かくなったこ
とで、出かけたり、運動したりと屋外活動が増える時期ですね。これから始めようと思って
いる方にはもちろん、既に日課がある方へのひと工夫にもおすすめの運動法を紹介します。
もちろん個人差はありますが、試す価値のある運動法です！！

fromアップ
ルハイツ

飯田

引用：能勢　博：メリハリをつけて歩くインターバル速歩-その方法と効果のエビデンス-　　能勢　博：10歳若返る！「インターバル速歩」-生活習慣病・介護予防のための新しい運動システム-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　増木静江：Increased response of postmenopausal bone to interval walking training depends on baseline bone mineral density.

継続率

90％以上
5ヶ月間の継続率 4ヶ月間で

体力 骨密度

1日1万歩と比べ 5ヶ月間で、

膝曲げ伸ばしの筋力13％増加
最大酸素摂取量10％増加

5ヶ月間で「元々骨密度が
低かった人」は高くなり、
「骨密度が高かった人」は維持

生活習慣病指標

高血圧 40％
高血糖 35％
肥満 20％ 改善

自己うつ評価尺度
（CES-D；16点以上でうつ傾向）の結果

平均値22点から
5ヶ月間で13点まで低下

慢性関節痛を対象とし
6ヶ月間で

全体の半分近くが改善
悪化は4％以下

うつ指標 悪化の危険性 医療費削減効果

トレーニングしない集団に比べ

6ヶ月間で医療費が24％低下

効
果

【サッサカ歩き】3分

【ゆっくり歩き】3分 

これを交互に繰り返す

 ＋ 

＝ 1セット

目標

注意点

1日 5セット（30分）
1週間に4日 背筋をのばして

姿勢よく歩く
踵（かかと）
から着地する

25メートルほど
先を見ながら歩く

腕は直角に曲げて
大きく振る「ややきつい」と感じる速さ

息を整える
● 前かがみで歩くと腰を痛めてしまう原因に
● 膝や股関筋に痛みがある場合は、無理をしない
● インターバル速歩の前にストレッチを

大
股
で
！

柔らかくて、
曲がりやすい靴底で、
踵にクッション性がある
靴を選びましょう！

などの診断に広く用いられます。

MRI検査は痛みなく体の中を詳しく調べることができる検査です。
放射線を使わないため初めての方にも比較的安心して受けていただけます。

今後も地域の皆さんに安心して医療を受けていただけるよう、
医療機器の充実と医療サービスの向上に努めてまいります。

　新MRI装置には、最新の撮影技術やノイズの低減

技術が追加されました。特に「Deep Resolve」という

少ないデータからでも画像をきれいに補正できる

ＡＩ技術が搭載されたことで、画質の向上と撮影時

間の短縮が実現しました。

　また、ワークフローの自動化機能が追加された

ことで、検査の効率性と再現性が向上しました。

これらの技術によって検査の時間が短くなり、患者

さんの負担軽減にもつながります。

更新して変わったことは？

以前より短縮しました！

●認知症の頭の検査時間…

●腰の検査時間…

●股関節の検査時間…

●膝関節の検査時間…

●前立腺の造影を含む検査…

約25分

約30分

約30分

約25分

約45分

約15分
約15分
約20分
約15分
約30分

当院でのMRI検査の時間
更新前 更新後

大きく変わった点は、ソフトウェア(頭脳)と
ワークフロー(手順)の進化です。
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令和９（2027）年４月採用 職員募集に関するご案内

〇看護師　　　　　
☆薬剤師　　　　　
☆理学療法士　　　
☆作業療法士　　　
☆臨床工学技士　　
☆栄養士　　　　　
☆調理師・調理員　
☆精神保健福祉士　
☆医療事務
☆介護福祉士

〇募集人員に達しない場合は、追加募集を行うことがあります。
〇並行して随時中途採用も行っています。詳細は採用情報からご覧ください。

〇看護師
　　令和8年 5月1日（金）まで
☆その他職種
　　令和8年 6月30日（火）まで

〇看護師
　　令和8年 5月16日（土）
☆その他職種
　　令和8年 7月下旬（予定）

履歴書、卒業見込証明書、
成績証明書、
資格免許の写し（取得者のみ）

看護師
その他職種

　
4
月
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
整
形
外
科
の
長
谷
川
弘
晃
と

申
し
ま
す
。
出
身
は
岐
阜
県
の
土
岐
市
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
ま
で
自
転
車
で
行
け
る
距

離
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
岐
阜
県
立
多

治
見
病
院
や
長
野
赤
十
字
病
院
な
ど
の
三
次
救
急
病
院
で
外

傷
治
療
を
経
験
し
た
り
、
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

に
て
整
形
外
科
領
域
の
が
ん
診
療
に
も
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。人
工
関
節
手
術
や
脊
椎
手
術
も
経
験
し
て
い
ま
す
が
、

飯
田
病
院
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
つ
つ
さ
ら
に
技

術
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上

で
患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
医
療
が
で
き
る
よ
う
、

丁
寧
な
説
明
と
チ
ー
ム
医
療
を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
趣
味
は
温
泉
に
入
る
こ
と
が
好
き
で
、
長
野
市
で
も

休
日
に
は
い
ろ
い
ろ
な
日
帰
り
温
泉
を
巡
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
ま
し
た
。ま
た
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
昔
か
ら
好
き
で
、

毎
日
勝
敗
を
確
認
し
て
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
す
。
仕
事
も
趣

味
も
楽
し
み
な
が
ら
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

整形外科
長谷川 弘晃
（はせがわ ひろあき）

　

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
飯
田
の
人
と
景
色
と
、
な
に
よ
り

お
で
ん
が
恋
し
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
小
幡
で
す
。

諏
訪
で
は
人
生
で
初
め
て
の
痛
風
発
作
に
襲
わ
れ
非
常
に

痛
い
思
い
を
し
た
り
、
御
神
渡
り
が
出
来
か
け
て
非
常
に

寒
い
思
い
を
し
た
り
と
大
変
な
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
日
本
で
5
位
の
規
模
を
誇
る
諏
訪

湖
祭
湖
上
花
火
大
会
を
自
宅
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
出
来

た
り
、
自
宅
に
温
泉
が
つ
い
て
い
た
り
、
諏
訪
湖
を
自
転

車
で
一
周
す
る
こ
と
を
週
1
回
ペ
ー
ス
で
行
っ
た
り
と

楽
し
い
思
い
出
も
作
り
ま
し
た
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

2
0
2
5
年
末
頃
か
ら
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
類
を
A
p
p
l
e
製

品
に
統
一
し
て
み
ま
し
た
。
A
I
の
力
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ

を
し
て
い
る
と
自
動
で
記
録
を
付
け
た
り
し
て
く
れ
て
運

動
す
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ひ
と
ま

ず
歩
い
て
出
勤
す
る
こ
と
か
ら
運
動
の
習
慣
化
を
目
指
そ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
リ
ム
で
健
康
的
な
ボ
デ
ィ
を
手

に
入
れ
る
、
そ
ん
な
1
年
の
目
標
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

精神科
小幡 興一
（おばた こういち）

　
精
神
科
の
岡
﨑
駿
介
と
申
し
ま
す
。
今
年
度
よ
り
専
攻

医
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
に
緊
張

し
つ
つ
も
、
気
持
ち
を
新
た
に
日
々
の
診
療
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

学
生
時
代
に
は
ボ
ー
ト
競
技
に
打
ち
込
み
、
ク
ル
ー
メ
ン

バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
言
葉
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
人
の
脳
や
こ
こ

ろ
に
興
味
が
あ
り
、
精
神
科
医
を
志
し
ま
し
た
。
や
さ
し
さ

と
強
さ
を
備
え
、
誠
実
さ
と
温
か
み
を
大
切
に
し
た
診
療
を

目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
近
は
久
し
ぶ
り
に
車
を
運
転
す
る
よ
う
に
な
り
、
移
動

中
に
目
に
す
る
景
色
の
移
ろ
い
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
蕎

麦
や
パ
ス
タ
、
ス
イ
ー
ツ
、
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き
で
、
食
事
の

時
間
に
ほ
っ
と
一
息
つ
く
こ
と
も
日
々
の
楽
し
み
で
す
。

ま
だ
学
ぶ
こ
と
の
多
い
毎
日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者

さ
ん
お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
話
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、
少
し

で
も
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

精神科
岡﨑 駿介
（おかざき しゅんすけ）

　

愛
知
県
で
育
ち
ま
し
た
が
、
信
州
大
学
へ
の
進
学
を
機

に
長
野
県
と
御
縁
が
で
き
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
名

古
屋
で
の
初
期
研
修
終
了
後
は
名
古
屋
市
立
大
学
に
入
局

し
後
期
研
修
で
2
0
2
3
年
4
月
か
ら
の
半
年
間
飯
田
病

院
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
未
熟
か
つ
他
所
か
ら
突
然

や
っ
て
き
た
私
に
皆
さ
ん
と
て
も
親
切
で
優
し
く
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
今
回
の
赴
任
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

飯
田
病
院
を
離
れ
て
か
ら
は
精
神
腫
瘍
医
や
総
合
病
院

で
働
く
精
神
科
医
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
大
学
の
精
神
腫

瘍
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
大
学
病
院
の
リ
エ
ゾ
ン
チ
ー
ム
や
聖
隷

三
方
原
病
院
の
ホ
ス
ピ
ス
病
棟
な
ど
で
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
精
神
科
病
棟
に
入
院
を
要
す
る
よ
う
な
症

状
が
あ
る
患
者
さ
ん
の
診
察
は
約
2
年
ぶ
り
に
な
る
た
め

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

お
身
体
の
ご
病
気
が
あ
る
精
神
疾
患
の
患
者
さ
ん
へ
の

対
応
や
緩
和
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
は
も
し
か
し
た
ら
お
役

に
立
て
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
お
り
出
来
る
こ
と
を

探
し
て
頑
張
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ご
指
導
ご

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

精神科
山村 結衣
（やまむら ゆい）

　

こ
の
た
び
ご
縁
を

い
た
だ
き
、
当
地
で

精
神
科
医
と
し
て
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た

佐
藤
晃
敏
で
す
。
初

精神科
佐藤  晃敏
（さとう あきとし）

め
て
生
活
す
る
土
地
で
あ
り
、
日
々
新
し
い
発
見
と
と
も

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
私
は
名
古
屋
市
内
で
２
年
間
の
初
期
研
修

後
、
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
に
て
1
年
間
研
修
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
精
神
科
医
療
の
基
礎
や
チ
ー
ム
医
療
の

大
切
さ
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
糧
に
、

患
者
さ
ん
お
一
人
ひ
と
り
の
背
景
や
生
活
に
目
を
向
け
な

が
ら
、
丁
寧
で
温
か
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
は
妊
娠
中
の
妻
と
と
も
に
当
地
へ
赴

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
土
地
で
の
生
活
に

期
待
を
抱
く
と
同
時
に
、
地
域
の
温
か
さ
に
触
れ
な
が
ら

家
族
と
し
て
も
こ
の
地
域
に
根
ざ
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

精
神
科
医
療
は
、
患
者
さ
ん
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
や
地
域
の
皆
さ
ま
、
多
職
種
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
支

え
て
い
く
医
療
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
不
慣
れ
な
点
も

多
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
の
一
員
と
し
て
少
し
で
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
任
医
師
の
ご
挨
拶

令
和
8
年
度

募集職種

その他

応募期限

応募書類

選考日

応募・お問い合わせ先

詳細はこちらを
ご覧ください

看護師

その他職種

採用情報

看護部長補佐 篠田
事務局 広報採用課 矢澤
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医
師
紹
介

シ
リ
ー
ズ

小木曽 結人

チームの一員として感謝と責任を
忘れず、日々一歩ずつ努力を重ね
着実に成長していきます。

（おぎそ ゆうと）

新
入
職
員
の
抱
負

新
入
職
員
の
抱
負

新
入
職
員
の
抱
負

令
和
8
年
度

チー

看護師

曽根𠩤 日和

患者さん一人ひとりに寄り添い、
安全で信頼される看護を提供し
たいです。

（そねはら ひより）

忘れ
着実

患者

看護師

鈴木 俐珠美

患者さんの生活と幸せを大切に、
信頼される看護師を目指し成長し
ていきます

（すずき りずみ）

安全
たい

患者

看護師

仲田 秀斗

必要な知識・技術をいち早く身に
つけられるよう、自己研鑽に励ん
でいきたいと思います。

（なかた しゅうと）

信頼
てい

必要

看護師

熊谷 美咲

日々学び続ける姿勢を大切にし
ながら、焦らず1歩ずつ成長してい
きたいと思います。

（くまがい みさき）

つけられ
でいきた

日々学び
（

臨床検査技師

西澤 知花

患者さんに真摯に向き合い、努力を
惜しまず成長し続ける理学療法士を
目指し、日々精進していきます。

（にしざわ ちか）

ながら、
きたい

患者さん

理学療法士

蟹井 貴也

長野に永住して、地域に信頼され
ながら患者さんの「できた！」を増
やせる理学療法士になります。

（かにい たかや）

惜しまず
目指し、

長野に

理学療法士

中村 美早紀

患者さんの「できるようになりたい」
に寄り添えるよう、日々学びを
重ね精進していきたいと思います。

（なかむら みさき）

ながら患
やせる理

患者さん

理学療法士

木下 翔

対象者の強みを活かし、心に寄
り添いながら自立支援に貢献す
る作業療法士を目指します。

（きのした かける）
対象

作業療法士

り添いな
る作業療

作業療法士
齋藤 柊斗

安心できる関わりを大切にし、そ
の人らしさを引き出せる支援を目
指したいと思います。

（さいとう しゅうと）

森岡 紗菜

患者さん一人ひとりに寄り添い、
信頼される作業療法士になれるよ
う頑張ります。

（もりおか さな）

神保 綾音

学ぶ姿勢を大切にし、患者さんに安
全でおいしい食事が提供できるよう
日々努力していきたいと思います。

（じんぼ あやね）

信頼
う頑

学ぶ姿

栄養士

小椋 星里奈

患者さんに寄り添いながら、安全
でおいしい食事を提供できるよう
に頑張ります。

（おぐら せりな）

渡部 真千

患者さんに寄り添う気持ちを大切に
しながら、自身も成長していけるよう
日々努力していきたいと思います。

（わたなべ まゆき）

各務 美華

思いやりの心と笑顔を忘れず、
患者さんに安心していただける
ように頑張ります。

（かがみ みか）

多武 桃伽

常に思いやりを持った行動を心が
け精一杯働き日々成長出来るよう
努力してまいります。

（たぶ ももか）

作業療法士

全でお
日々努

患者

栄養士

でお
に頑

患者さ

心理士

しなが
日々努力

思いや

医療事務

患者さ
ように

常に思

医療事務

　

こ
の
た
び
七
年
ぶ
り
に
故
郷
に
戻
り
、
昨
年
四
月

よ
り
、
再
び
飯
田
病
院
内
科
外
来
で
診
療
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
鼎
に
生
ま
れ
、
飯
田
高
校
を
卒
業
後
三
重
大

学
医
学
部
に
進
学
し
、
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
栃
木
県
の

自
治
医
科
大
学
病
院
の
内
科
レ
ジ
デ
ン
ト
と
な
り
、
二

年
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
自
治
医
科
大
学
の

神
経
内
科
医
局
に
入
局
し
ま
し
た
。
神
経
内
科
の
魅
力

は
、
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
症
状
か
ら
、
病
変
部
位
を
推

定
し
、
診
断
に
導
く
と
い
う
、
ま
る
で
推
理
小
説
を
読

む
よ
う
な
楽
し
さ
が
あ
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
他
科
の

先
生
方
か
ら
は
、難
し
い
病
気
の
診
断
が
つ
い
て
も
、

結
局
治
療
法
が
な
い
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
陰
口
を

た
た
か
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
実
は
多
く
の
研
究
者

の
努
力
で
、
徐
々
に
難
病
に
対
す
る
治
療
薬
も
開
発

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
自
治
医
大
神
経
内
科
で
も
、

今
か
ら
三
十
年
も
前
か
ら
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
根
本

的
治
療
法
と
し
て
、
脳
移
植
が
研
究
さ
れ
て
い
て
、

そ
れ
が
今
日
の
i
P
S
細
胞
を
使
っ
た
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
治
療
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
自
身
は
、

そ
う
い
っ
た
遠
大
な
目
標
を
も
っ
て
研
究
す
る
と
い

う
才
能
が
な
く
、
当
時
脳
卒
中
発
症
率
が
日
本
一
で

あ
っ
た
栃
木
県
に
お
い
て
、
で
き
れ
ば
目
の
前
の
患

者
さ
ん
を
救
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
脳
血
管

障
害
を
専
門
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
足
利
市
の
病

神経内科医

羽生 修治 (はにゅう しゅうじ）

院
に
就
職
し
、神
経
内
科
部
長
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
父
親
が
認
知
症
に
な
り
、
母
親
が
脳
出
血

で
倒
れ
て
し
ま
い
、
介
護
の
た
め
飯
田
に
戻
り
ま
し

た
。
飯
田
で
は
、
幸
い
飯
田
病
院
で
雇
っ
て
い
た
だ

き
、
一
般
内
科
と
認
知
症
診
療
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。認
知
症
は
専
門
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

外
来
で
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
を
担
当
し
、
自
宅
で

認
知
症
の
両
親
の
介
護
を
す
る
と
い
う
毎
日
で
、
泥

縄
式
で
し
た
が
、
認
知
症
に
関
し
て
実
践
的
な
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
両
親
を
相
次
い
で
見
送
り
、
す
で
に
還
暦

を
過
ぎ
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
や
り
た
く
て
で
き
な

か
っ
た
哲
学
の
勉
強
を
し
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。た
だ
年
齢
的
に
可
能
か
不
安
が
あ
り
、

高
校
時
代
の
恩
師
を
訪
ね
相
談
し
ま
し
た
。
先
生
か

ら
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ
の
言
葉
を
胸
に

上
京
し
、
学
習
院
大
学
哲
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

様
々
な
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
が
、
四
年
後
、
卒
業

論
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
念
願
が
叶
い
飯
田

に
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
千
葉
隆
一
先
生

が
声
を
か
け
て
下
さ
り
、
再
び
飯
田
病
院
で
働
け
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
現
在
は
、
外
来
で
は
微
力
な
が

ら
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
診
療
に
努
め
る
と
共

に
、
自
宅
で
は
大
学
で
取
り
組
ん
だ
哲
学
の
研
究
を
続

け
る
と
い
う
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
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薬剤科

No.

46

シ
リ
ー
ズ

職
場
紹
介

栄養科
行事食

ひな祭りの日の行事食をご紹介します。

今年のひな祭りの日に提供したメニューです。

長野県の南信州地域は月遅れの4月３日にひな祭りを行います。

ちらし寿司とひな祭りプリンを提供しました。

行ひな祭りの日の行行事食をご紹介します。りの祭ひな祭な祭 ご紹介

行事食 ひな祭り

飯
田
病
院
薬
剤
科
は
、
薬
剤
師
12
名
、

補
助
者
1
名
で
毎
日
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
入
院
患
者
さ
ん
か
ら
よ
く
、

「
薬
剤
師
さ
ん
は
病
院
の
人
？
」「
ど
こ

の
薬
局
か
ら
来
た
の
？
」
と
聞
か
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
飯
田

病
院
の
職
員
で
、
26
年
前
の
今
の
病
院

の
建
設
に
伴
い
、
薬
剤
科
は
病
院
の
地

下
1
階
に
移
動
し
、
ま
た
そ
れ
と
同
時

に
院
外
処
方
せ
ん
発
行
が
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
病
院
薬
剤
師
と
し
て
主
に

入
院
患
者
さ
ん
の
薬
の
管
理
、
調
剤
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
入
院
患
者
さ
ん
の

薬
は
、
自
動
錠
剤
分
包
機
や
散
剤
調
剤

ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
、
限
ら
れ
た
薬
剤
師

数
で
も
安
心
・
安
全
な
調
剤
が
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
調
剤
し
た
薬

は
、
ご
自
分
で
管
理
で
き
る
患
者
さ
ん

に
は
何
日
分
か
ま
と
め
て
病
棟
で
直
接

お
渡
し
し
た
り
、
看
護
師
が
配
薬
す
る

場
合
は
、
配
薬
用
の
カ
ー
ト
に
薬
剤
師

が
セ
ッ
ト
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

病
棟
担
当
薬
剤
師
は
、
入
院
時
に
患

者
さ
ん
が
持
っ
て
こ
ら
れ
る
薬
（
健
康

食
品
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
も
含
み
ま
す
）

の
鑑
別
か
ら
始
ま
り
、
服
薬
状
況
（
き

ち
ん
と
薬
を
飲
め
て
い
る
か
、
飲
み
に

く
さ
は
な
い
か
）
の
確
認
、
誰
が
お
薬

を
管
理
し
て
い
る
か
、
薬
に
よ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
・
副
作
用
は
な
か
っ
た
か
等
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
入
院

中
に
新
た
に
処
方
さ
れ
る
薬
に
対
し
て

は
、
服
用
中
の
薬
と
相
互
作
用
が
な
い

か
、
今
の
体
に
適
し
た
用
量
で
あ
る
か
、

ま
た
飲
み
や
す
い
・
使
い
や
す
い
剤
形

で
あ
る
か
も
確
認
し
ま
す
。
イ
ン
ス
リ

ン
注
射
・
骨
粗
鬆
症
に
対
す
る
自
己
注

射
な
ど
が
開
始
と
な
る
方
に
は
、
患
者

さ
ん
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
に
使
用
方

法
・
注
意
点
な
ど
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

外
来
又
は
入
院
し
て
化
学
療
法
を
受

け
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
注
射
薬
は
、
薬
剤

科
の
無
菌
室
内
の
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

（
薬
剤
師
が
安
全
に
注
射
薬
の
調
整
を

行
え
る
、
空
調
設
備
の
整
っ
た
装
置
）

を
使
っ
て
混
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

お
薬
手
帳
で
す
が
、
ご
自
身
の
使
っ
て

い
る
薬
の
情
報
を
記
録
す
る
だ
け
に

使
っ
て
い
る
モ
ノ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
中
に
使
っ
た
薬
の
情
報
だ
け
で

な
く
、
入
院
中
に
副
作
用
が
起
こ
っ

た
場
合
は
原
因
と
な
っ
た
薬
の
情
報
、

中
止
ま
た
は
変
更
と
な
っ
た
薬
の
情

報
を
、
病
院
と
か
か
り
つ
け
薬
局
と

の
情
報
共
有
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
い

ま
す
の
で
調
剤
を
受
け
る
時
は
必
ず

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
患
者
さ
ん
が
納
得
し
、
安
心

し
て
お
薬
を
服
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11

4月3日 昼食

ちらし寿司

大根の炒め煮

はまぐりの潮汁

ひな祭りプリン
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特集 最新のMRI装置を導入しました

午後・第2,4,5月曜・木曜・土曜隔週休診
受診前に電話連絡必要

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

午後

午後

内  科

神 経 内 科

ふるえ・ふらつき
外 来 完全予約制

泌尿器科

①

②外 科

③

午後休診
月・土曜休診
水曜完全予約制

フットケア
外 来 午後 完全予約制

①

②
整 形 外 科

③

午後

再生医療外来 午前

①

②

③精 神 科

④

⑤

土曜休診
新患の方は完全予約制

眼  科

耳鼻咽喉科 水曜午後・金曜休診
平日午後・水・土曜
完全予約制アレルギー科

補聴器外来 午後 完全予約制

月曜・水曜
受付10時まで

神経内科
完全予約制

土金木水火月

大原 愼司髙木 隆助髙木 隆助髙木 隆助

伊藤 健一福岡 秀樹朔　哲洋福岡 秀樹伊藤 健一

竹内 和航唐澤 光治唐澤 光治竹内 和航竹内 和航

渡部 秀雄千葉 隆一渡部 秀雄前澤　浩千葉 隆一

後藤 由也
（第４週）

後藤 由也
（第４週）

羽生 修治
（第1,2,3週）

羽生 修治
（第1,2,3週）山路 研二風間 太陽

（信州大学）
山路 研二

佐々木 成人原　 栄志品川 尚志佐々木 成人

佐々木 成人

原　 栄志

品川 尚志荒木 寛司

交替制

福岡 秀樹
渡部 秀雄
長沼 邦明

信州大学より
交 替 制

関島 良樹
（第1,3週）（信州大学）
羽生 修治
（第1,2,3週）
後藤 由也
（第4週）

大原 愼司髙木 隆助髙木 隆助髙木 隆助

大原 愼司

梅田 俊一
（第1・3週）

深澤 瑞也
（予約制）

神家満 学
（予約制）

梅本 幸裕
（隔週・予約制）梅田 俊一

田中 穂積田中 穂積

森田 誠市森田 誠市森田 誠市

後藤 博志後藤 博志柴田 祐充子後藤 博志

竹内 和航 竹内 和航

田中 厚誌
（信州大学）

鈴木 健太郎
（第2週）

鈴木 健太郎
（第2週）

鈴木 健太郎
（第1,3,5週）

鈴木 健太郎
（第1,3,5週）

一條 友孝
（北里大学）

鈴木 健太郎

矢嶋 秀明

長谷川 弘晃 長谷川 弘晃

鈴木 健太郎

矢嶋 秀明 矢嶋 秀明

鈴木 健太郎鈴木 健太郎

人工関節外来 午前 鈴木 健太郎

中村 幸男

鈴木 健太郎

神庭 靖子松田 あずさ
（15時まで）

南風原 泰

岡﨑 駿介

南風原 泰清水 隆明 清水 隆明

原田 喜比古小幡 興一

佐藤 晃敏 古田 康

木下　守
（15時まで）

小林 直輔
（信州大学）

岩切 啓太
（信州大学）

高橋 和史

山村 結衣神庭 重信神庭 重信

不定期
（予約制）

浅井 裕子 中澤 哲治
浅井 裕子
中澤 哲治

浅井 裕子
中澤 哲治

平野 光彬
（15時まで）

浅井 裕子
中澤 哲治

堀口 茂俊 堀口 茂俊 堀口 茂俊 堀口 茂俊 堀口 茂俊

堀口 茂俊

堀口 茂俊

堀口 茂俊

堀口 茂俊

堀口 茂俊 堀口 茂俊 堀口 茂俊

前澤　浩
（午後のみ）

髙木 隆助
（午後のみ）もの忘れ

外 来 精神科

リハビリテーション外来 完全予約制（土曜：慢性疼痛外来）

交 替 制 交 替 制 交 替 制
本田 哲三
（午前のみ）

本田 哲三
（午後のみ）

平日午後は予約制

土曜の交替制は
昭和大学横浜市
北部病院医師

平日午後は予約制

月 　 火 　 水
受付10時迄
午後休診

予約制
午後
予約制

電話確認必要
受付10時半まで

木 　 金 　 土

飯田病院 外来診療表

〒395-8505
長野県飯田市大通1丁目15番地

TEL 0265-56-0031
FAX 0265-56-0032

2026年4月現在

広報誌 令和8年春号（第89号)【発行】社会医療法人栗山会 【編集】広報委員会 Home page

医療連携室
月～金曜日　8:30～17:00
土曜日　　　8:30～12:00TEL 0265-22-5150

FAX 0265-22-3988

※予約を除き、受付時間は8:15から11：00まで。ただし、整形外科・人工関節外来・再生医療外来は曜日により
　異なります。 　※土曜日午後は全科休診です。

羽生 修治
（午後のみ）

受付10時迄
午後休診

受付10時迄
午後休診
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